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核融合を目的としたプラズマ閉じ込め装置

では、様々なMHD不安定性が発生することによ

って閉じ込め性能が劣化するので、不安定性を

回避または抑制することが必要である。大型ヘ

リカル装置(LHD)ではその主な原因が交換型不

安定性であることが知られているため、外部

RMP印加によって交換型不安定性を抑制する

手法を検討してきた。しかし、運転磁場0.75T、
磁気軸3.75mの運転条件での放電では、これま

での実験結果から交換型不安定性と考えられ

る外部RMP強度に対する不安定度の応答とは

異なる応答を示すマイナーコラプスを伴う不

安定性が観測された。そこで、運転磁場0.75T、
磁気軸3.75mのマイナーコラプスを伴う不安定

性と交換型不安定性のそれぞれの外部RMPに
対する応答を比較することで、外部RMPによる

制御性の違いについて調べた。 
 図(a),(c)はm/n=1/1モードの磁場揺動強度の

RMPコイル電流値に対する応答、図(b),(d)は 

 
m/n=1/1共鳴有理面位置における圧力勾配の

RMPコイル電流値に対する応答を示している。

図(a),(b)は運転磁場0.75T、磁気軸3.75mのマイナ

ーコラプス放電の実験結果、図(c),(d)は運転磁

場0.75T、磁気軸3.75mの交換型不安定性放電の

結果を示している。図(a)と(c)の比較から、マイ

ナーコラプスを伴う不安定性では交換型不安

定性と比較して主に2つの違いがあることがわ

かる。一つは、磁場揺動強度が一桁程度大きい

ことである。もう一つは、磁場揺動強度のRMP
コイル電流値に対する減少割合が小さいこと

である。一方で、図(b)と(d)の比較から、圧力勾

配の応答に大きな差は無い。以上より、運転磁

場0.75T、磁気軸3.75mの運転条件で観測された

マイナーコラプスを伴う不安定性は、交換型不

安定性と比較すると外部RMPによって圧力勾

配を低下させずに抑制することは難しいこと

がわかった。 
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